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カルテック独自の光触媒技術

①光触媒とは

「光触媒って何？」とよくご質問をいただきます。

光触媒は酸化チタンを主材料としています。この酸化チタンは
半導体の一種であり光を当たることによってそのエネルギーで
ウイルスや菌、ニオイなどの有機物を分解します。

この光触媒の効果は、1972年にイギリスの科学雑誌
「Nature（ネイチャー）」で発表され、今では発見者の名を
取って「本多・藤嶋効果」とも呼ばれています。

酸化チタンは光触媒の主材料のほか、チョコレートなどに着色用
食品添加剤や建物の外壁塗料、プラスチック、印刷用インキな
どさまざまな用途で活用されています。

光触媒による効果

左図は光触媒による効果を示したものです。

光触媒を塗布した光触媒フィルターにLEDなどの光を照射
することでその表面に強力な酸化力が発生します。
空気中のウイルスや菌、ニオイなどの有機物が光触媒の表
面に接触するとこの酸化力によって分解されます。

この酸化力はオゾンや次亜塩素といったものに比べて強力
に分解しますが、空気中に浮遊するものではなく、また人体
にも影響がありません。



2022.9

②カルテックの独自性

光触媒は近年その性能向上により応用範囲が拡大して
います。

カルテックの光触媒は、その材料研究により、業界最高水
準の性能を実現しました。

なかでも光触媒材料は唯一無二でまさに「秘伝のタレ」。
この光触媒材料に独自の工夫を施すことで、高性能でか
つ耐久性に優れた光触媒の開発に成功しました。
また優れた光触媒の効果を最大限に発揮するためには、
その特長を活かした独自の製品開発力が必要です。

「光触媒のカルテック」だからこそ、光触媒材料から製品
開発までを一気通貫で取り組み、優れた製品を創出す
ることができます。

「秘伝のタレ」独自の光触媒

材料開発から商品化まで一気通貫で開発
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③光触媒技術の検証

カルテックでは独自の光触媒による効果を広く社会に貢献すべく、ベンチャー企業でありなが
ら大手メーカーではできないような検証を行っています。

2020年10月に、理化学研究所や日本大学医学部との共同研究により、当社の光触媒
で浮遊する新型コロナウイルスを不活性化することを検証し発表いたいました。この成果は
海外のウイルス専門誌にも論文投稿して大きな反響を呼びました。
光触媒で、浮遊する新型コロナウイルスに対する不活化効果を実証した事例は世界初の
試みです（2020年10月実施 当社調べ）。

また現在では日本大学医学部との共同研究により臨床環境において光触媒デバイスが感染
症を抑制することの評価を進めており、昨年10月の途中経過ではその有効性を確認し発表
いたしました。

本研究の成果は、感染弱者である免疫力が低い高齢者や基礎疾患を有する患者に対し、
実使用環境下において新型コロナウイルスのみならず、一般細菌やウイルス、真菌による感染
症予防への貢献が期待できます。

報道関係者向け発表会の様子（2020年10月） 海外のウイルス専門誌の論文（2021年5月）
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「光触媒で空気中に浮遊する‟新型コロナウイルス“の感染性を
検出限界以下まで消失させることに成功
～「With コロナ」の社会の実現と新たな社会的脅威「変異ウイルス」への対抗策を提示～

■研究者コメント： 間 陽子（あいだようこ）氏
日本大学医学部内科学系血液膠原病内科学分野上席客員研究員/理化学研究所

（現.東京大学大学院農学生命科学研究所農学国際専攻 特任教授）

「世界で初めて、光触媒技術で空気中に浮遊する新型コロナウイルスの感染性を検出限
界以下まで消失させることが実証されたことはWithコロナの社会を実現するための安心で
きるクリーンな空間の構築が期待されると同時に、現在脅威となっている新型株や新たな
社会的脅威となり得る未知のウイルス感染症克服の道を拓くものであり、今後ますます光
触媒技術の社会への貢献度が増すと考えられます」

実験環境において新型コロナウイルスの不活性化を検証
MDPI専門誌＜Viruses＞にて公表

論文タイトル SARS-CoV-2 disinfection of air and surface
contamination by TiO2 photocatalyst-mediated
damage to viral morphology, RNA, and protein

発表者 東京大学、理化学研究所、日本大学
論文URL （英文）

https://www.mdpi.com/1999-4915/13/5/942

※東京大学からも同内容についてプレスリリースされています。
（和文）https://www.a.u-
tokyo.ac.jp/topics/topics_20210521-1.html

③‐１

https://www.mdpi.com/1999-4915/13/5/942
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/topics/topics_20210521-1.html
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１）光触媒による新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の不活性化
世界で初めて、光触媒技術で空気中に浮遊する新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）
の感染力を検出限界以下まで消失させることを実証しました。

＜試験方法＞
• 120リットルのアクリルボックス内に咳と同等のサ

イズ（粒子径5μm）のエアロゾル化した
SARS-CoV-2を噴霧

• 酸化チタン光触媒で処理した後、エアーサンプ
ラーにより回収し、ウイルス感染価を測定

• 試験時間：0分、5分、10分、15分、20分
• 光触媒装置：カルテック製除菌脱臭機、LED 

405nm
＜試験結果＞
• 時間依存的に有意に感染価が減少
• 20分でエアロゾル中のSARS-CoV-2を

99.9％不活性化

光触媒装置

エアーサンプラーによる
ウイルスの回収

ネブライザーによる
ウイルスの散布

写真は120リットルのアクリルボックス。内部に
はカルテックの光触媒を搭載した除菌脱臭機
を設置。

ウイルス感染力（縦軸）と光触媒と光源用LEDとの時間関係性（横軸）
※Controlは比較用で光触媒とLigthがない状態

２）光触媒によってSタンパク質を分解し、ウイルスを不活性化
光触媒が発生する活性酸素がウイルス粒子表面のSタンパク質等の分解、ウイルスメン
ブランの破壊やウイルスRNAを損傷した可能性が一因であることを初めて示しました。

100nm 100nm 100nm

光触媒あり 光源用LEDのみ 光触媒なし

＜電子顕微鏡による解析＞
研究グループは、電子顕微鏡を用いた解
析により、光触媒反応によってウイルス粒
子の数が減少すること、ウイルス粒子のサ
イズが大きくなること、ウイルス粒子表面の
Sタンパク質の数が減少することを明らかに
した。
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臨床環境での光触媒による感染症予防効果の検証（中間報告）

日本大学医学部内科学系血液膠原病分野とカルテックは共同研究により光触媒デバイ

スによる院内での感染症予防効果を検証しています。感染弱者である免疫力が低い高齢

者や基礎疾患を有する患者に対し、実環境下において新型コロナウイルスのみならず、一

般細菌やウイルス、真菌による感染症の予防効果が期待できます。

※本内容は2021年10月に発表いたしました。

タイトル 光触媒除菌脱臭機を活用した実使用環境下における感染弱者の
感染症予防効果に期待

発表者 日本大学医学部血液膠原病分野、カルテック株式会社

※日本大学倫理委員会承認のもと、臨床環境にて一定の効果を確認し、現在も検証を継続中で今後
学会発表を予定しています。

＜検証方法＞
悪性腫瘍・膠原病患者の病棟にて、病室23
床、及び廊下に、光触媒搭載の除菌脱臭機を
設置し、設置前後の感染症患者数の変化を
検証する。
＊院内感染の定義：入院から48時間以降の
感染症

＜結果＞

• 全体の感染症発症率
12/65 → 3/63 P値:0.052

• 65歳以上の感染症発症率
10/30 →2/39P値:0.003

• 基礎疾患を有する患者の感染症発症
13/61 →6/62 P値:0.086

• 好中球<500μlの患者の発生率
12/14 →3/25P値:＜0.0001

光触媒装置の設置で、免疫力の低い高齢者・基礎疾患のある患者の感染症が有意に減少し

た。特に死亡率が高い発熱性好中球減少症が減少しており、高齢者で顕著であった。

③‐２
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＜結語＞

本研究で免疫力が低い感染弱者の感染予防効果を実証できた。

今後、高齢化社会がより進むにつれ、高齢者施設や抗がん剤治療後がん緩和ケアを行う患

者が増加してくることが予想

される。本研究結果がこれら感染症に苦しむ患者の心配を低減し、穏やかな生活を提供で

きる一助になればと考えている。

■研究者コメント： 飯塚 和秀氏
日本大学医学部病態病理学系臨床検査医学分野助手教育医長

「細菌・真菌・ウイルスによる感染対策としてこれまでの実験室レベルの検証か
ら実空間における光触媒除菌脱臭機の有効性が期待できるデータが得られたこと
の意義は大きい。病室における感染リスクが低下することで患者の入院期間の短
縮や投与する薬価の低減もできる可能性がある。免疫力は年齢とともに低下し感
染リスクが高くなるため、高齢者が多い介護施設や老人ホームにも有効性が期待
できる。」
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④カビ菌の抑制

光触媒でカビ菌を分解する効果を実証しています。
こうした効果を活用し食品ロス削減に貢献する製品を開発しています。

この変化の様子は、動画でご覧いただけます。
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⑤エチレンガスの分解

エチレンガスは野菜や果物などが分泌する植物ホルモンの一種で、自らの熟成を促す働き
があります。しかし野菜や果物から発生するエチレンガスによって、他の果実や野菜にも影響
を与えるため、同じ空間に一緒に保管すると他の果実の劣化を早める原因になります。
実験ではプラスチックケースにリンゴとバナナを設置。密閉された空間に光触媒を設置する
ことでエチレンガスを分解しバナナの劣化を抑制することが確認できました。
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⑥水浄化の実証

光触媒は空気浄化だけでなく、水浄化にも役立てることができます。当社では廃ガラスを原
料とする軽量発泡材に光触媒をコーティング。資源ゴミを活用した光触媒による水浄化に取
り組んでいます。
実験では河川の水を水槽にいれて光触媒をコーティングした軽量発泡材を沈めて太陽の
下に放置したところ、わずか1日で水の透明度が上がりました。河川の水にある含まれる有機
物が光触媒で分解されたためとみています。

廃ガラス100％を原料とする軽量発泡材に光触媒をコーティング

【透明度の比較】

設置時 1日後

光触媒あり

光触媒無し


